
自動視準・自動追尾モータドライブTS
GPT-9000A

作業効率化Point１:測設作業（杭打ち）作業効率化Point１:測設作業（杭打ち）

路線計算（中心杭・幅杭）を搭載していますので見通

 

しの良い所に機械を設置し路線内全ての杭打ち作業

 

が可能です！

更にGPT-9000Aは自動旋回機能を搭載していま

 

すので、自分で測設方向に角度を合わせる作業が不

 

要になります！

GPT-9000A自動旋回機能とは・・・

アプリケーション内部で計算した水平角を自動

 

で測設方向に旋回します。この機能を使用する

 

事により観測者は測点を選択し、プリズム側の

 

作業者へ前後・左右の指示をおこなうのみです

 

ので作業効率が格段に向上します。

土木基本では路線計算機能を
搭載していますので、中心杭・幅杭・
プラス杭を選択するのみで路線内
どこでも杭設置が可能です！

土木基本では路線計算機能を
搭載していますので、中心杭・幅杭・
プラス杭を選択するのみで路線内
どこでも杭設置が可能です！

国土交通省ＴＳ出来形管理に対応　（道路河川土工編）

 

３Ｄ設計データ入力からデータ管理までの情報化施工



GPT-9000A自動視準機能とは・・・

作業効率化Point２:新点観測作業効率化Point２:新点観測

プリズムを概略視準し測定を選択すれば

 

プリズムを自動で視準し、測距・記録を１

 

ボタンでおこなえるモードです。この機能を

 

使用する事により通常の観測の１/2程度

 

で観測が可能です。

作業効率化Point３:TS出来形・横断観測作業効率化Point３:TS出来形・横断観測

GPT-9000A（土木基本）は３次元路線計算まで

対応しています！縦断勾配・設計断面を入力すれば
レベル不要の３次元観測が可能になります！

BMにプリズムを設置し測距すれば
TSの器械高が自動的に計算されます！

BMにプリズムを設置し測距すれば
TSの器械高が自動的に計算されます！

レベル不要で高さ管理可能！レベル不要で高さ管理可能！



ＦＬ＝設計標高
測定＝現在測定標高

上下較差表示
設計＝設計上の中心か

 

らの離れ
測定＝現在測定離れ

左右較差表示

路線のどの位置を測定した

 

か、標準断面の何番目を基

 

準に測定しているかを表示

左右キーで確認する変化

 

点の指定が可能です。
　　が左右に移動します。

作業効率化Point３:TS出来形・横断観測作業効率化Point３:TS出来形・横断観測
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